


























静岡大 ･教養 長 島 弘 幸
1. はじめに
非線形分散波動においては,従来からKorteweg-deVries方程式や,変形されたKortew-
eg-deVries方程式 といった完全積分系は非常に詳 しく研究 されて来た｡これらの完全積分

















を持-.また方程式 (1)は ut･去(a )3-0 と表わされる｡
ただし
Z3-J十∞T3dx.一･C<〉






























d2(i)- .rh(a-uも)2d3- fh(u一言)2dx･/A(ueo一言)2dx+2Ih(a-6)(ueo-五)dxO 0 0
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図-2. S-1(すなわち分散項は空間5階微分の




















相 関 関 数 の 理 論
東大 ･教養物理 十 河 清
§1. はじめに
量子可積分系の研究にとって,量子逆散乱法 (QISM)という手法は,次のようなめざまし










Isingモデル, 1次元 XYモデル,不透過 Boseガスなど,一般にfree-fermion系と呼ばれる
場合には,計算が厳密に遂行できるのである｡Freefermion系は,QISMの workす る系
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